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ABSTRACT 

The release from the nuc1ear power plant accident at Chernobyl on 26 April 1986 caused a 

global contamination， not only in Europe but also in far east end of Asia， Japan. Soon after the 

accident we analysed the radioactive nuc1ides due to the accident deposited in Osaka district 

and in the Biwa Lake (675 km2) situated at the center of Japan. 

(1) Radionuc1ides 1-131， CS-137， CS-134， RU-103， RU-106， MO-99， La-140 and 1-132 etc. were 

first detected on 4 May in the airborne dust collected at our laboratory in Osaka. They 

decreased to negligible level at. the end of May 1986. 

(2) One cubic meter of Biwa Lake water was collected and was analysed for radioactivity. 

The main radionuc1ides detected were 1-131， CS-137， CS-134， RU-103 and Ru-106. The 

concentration of Cs-137 was4.1 mBqll. Half a year later only Cs-137 was detected to 

be 1/10 of the initial value and at present it decreased down to the pre-accident level 

0.2 mBqll・

(3) The lake sediment was collected at 3 spots. Cs-137 distribution of depth showed max-

imum at 10--20 cm. Its concentration varied with c1ay content twice as much. This 

variation is considered to be mainly due to pre-accident fallout， because a litt1e Cs-134 

was detected， since CS-134/Cs-137 in Chernobyl fallout was about 1/2. 
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(4) A half year after Chernobyl accident Cs-134， Cs-137 and Ag-llOrn were detected in the 

organisrns living in the lake. CS-137 concentration in flesh part of black bass was 2.0 

Bqjkg at the rnaxirnurn. This value reduced to 70% after 1 year， 50S;ぢafter2 years and 

25% (0.5 Bqjkg) after 3 years. 
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Chernobyl， Lake Biwa， Radioactive fallout deposition， CS-137， Depth distribution of sedirnent， 

Organisrns， Garnrna ray spectrurn 

1. 緒 一一冒

1962年米ソの大気圏内核実験が停止されて以来，

1964年10月16日に始まる中国核実験， 1965年1月16日

ソ連地下核実験などによる環境放射能は漸次減少し，

ほぼパックグラウンドレベノレの平衡値に達していた。

1986年4月26日に発生したソ連キエフ北方のチェノレノ

プイリ原子力発電所の事故によって，大量の放射能が

放出された。乙の量は約 50MCill (1.85 x 1018Bq)と

試算されており，今世紀最大の放射能汚染をもたらし

た。事故により放出された放射性物質は， 4月29日に

スウェーデンをかわきりに北欧で異常が検出され，北

半球各地に拡散して，事故現場より 8，OOOkrn離れた

日本においても 5月3日--4自にかけて，放射性降

下物として到達し，その影響は一両日中にほぼ日本全

域に拡った。

直ちに，世界各地で放射性降下量の観察がなされ，

世界保健機構 (WHO)，国際原子力機関 (IAEA)な

どからチェJレノブイリ原発事故の放射性降下物に関す

る報告がまとめられた。これらによると，放射性降下

量は時間と地域において大きく変動し 1)ーの日本にお

いても7)科学技術庁の報告によると北陸から東海，関

東にかけて帯状にレベルが高い地域となっている。即

ち，日本海側が他の地域に比べその降下量は高く，変

動の大小は気象条件に大きく影響され，雨の有無，降

雨の状況などによって分布は必ずしも均ーとはならな

し可。

当所では，大気中浮遊塵境，雨水，陸水，植物およ

び土壌など環境放射能調査を継続して行い，原子炉施

設周辺のパックグラウンドレベルを，把握してきた。

(1) チェルノプイリ原発事故以後，雨水，落下塵お

よび浮遊塵などの環境放射能調査を大阪府東大阪市に

ある近畿大学原子力研究所構内において実施し，その

動態の初期の研究，検討を行った。

(2) 日本列島のほぼ中央に位置する近畿地方の水道

水の水源地でもあり，日本一大きい湖である琵琶湖を

選び，環境放射能汚染を観察し，放射性降下量を推定

するとともに，チェノレノプイリ原発事故による影響を

正確に評価するために，淡水生態圏における放射性核

種の動向および経時変化を追求しようとするものであ

る。

2. 方法および測定

2.1 環境試料採取および処理法

東大阪市，近畿大学原子力研究所構内において実施

した環境試料の採取および処理は，概ね科学技術庁編

「放射能測定シリーズ」に準拠した。

淀川

Fig.1 琵琶、湖試料採取場所
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2.1.1 空気中浮遊塵挨

空気中浮遊塵挨は，(1)連続ろ紙式ダストモニタ

(Fuji DS-200E)を用い，吸引総空気量330m3の集塵

ろ紙 (ToyoHE-40T)を， (2)昭和62年度に購入した紀

本電子側製固定ろ紙式ラージボリウムエアサンプラー

CPS 101を用い，吸引総空気量 2，160m3の集塵ろ紙

(Glass fiber Toyo GB-100R)をそのままポリエチ

レン袋に密封，あるいは灰化し試料とした。

2.1.2 雨水および落下塵境

原子力研究所屋上に設置した 3，180cm2の容器で全

降雨水および落下塵挨を採取し，内 IIを蒸発乾固し，

U-8型ポリスチレン製容器(内寸 48ゆx68mm)に移

し，赤外線電球下で乾燥し試料とした。

2.1.3土壌

表層土 (0--2cm)を 30x30cmの面積について採

取し，風乾後16メッシュ以下に箭別，乾燥細土を均一
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化して，一部を U-8容器に入れ試料とした。

2.2 琵琶湖生態圏における試料採取および処理法

2・2.1湖水

琵琶湖生態圏における試料採取は，事故発生の1986

年 4月26日の 1ヶ月後の 5月28日にまず湖水を採取

し，以後ほぼ半年に1回生物試料等の採取を，約3年

聞について実施した。採取は， Fig.lに示したように

湖水は琵琶湖大橋下において水深1mで 1m3を採水，

ロータリーエパポレータを用い，浴温70
0

Cで減圧蒸留

後残溢を，試料とした。

2.2.2湖泥

湖泥は，水深 2mの位置で，湖泥表面下 50--80cm

まで，直径 10cmOの柱状体として採取し，表層面よ

り2--5cm毎に分画し， 16メッシュ以下に節分けし

て，乾燥細土とした。

放出量

5~6日にお11る換算値
ツ迎鍛告g

15日

ノ、ンガ'IJ由

• Aeroso( 

EコVapQur

穿符フ，，~反"i'r吉

浮遊底線中の1・131

4 月』仁 5 月

Fig.2 放射性物質の放出量と浮遊塵挨中の 1-131濃度の変動
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Fig.3 東大阪における浮遊塵挨中の放射性核種濃度の変動
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Fig.4 空気中浮遊塵挨のr線エネノレギースペクトノレ 0986.5.9採取〉

2.2.3 琵琶湖生物

水園生物は湖東沖の沖島付近で，ブラックパス，プ

Jレーギノレ，コイ，フナなど淡水魚，貝(イガイ〉およ

び水草(クロモ〉を生体重量で数 kg採取し，魚類は

可食部(肉部)， 内臓，骨部に，員は筋肉部と穀部に

分け，水草は，葉茎部のみを乾燥， 500
0

C以下で灰化

し，U-8容器に入れ試料とした。

2.3 r線スベクトル測定
測定は，低ノぜックグラウンド Ge(INT)半導体検

出器を用いた多重波高分析装置 (NAIG製 Eシリー

ズ〉で試料の r線エネノレギースペクトノレを測定し， r 

線核種分析を実施した。 Ge半導体検出器はプリンス

トンガンマテック社製， IGC-20同軸型 49mm私有

効容量 80cm3，相対効率205'ぢ，半値巾 2keVを使用

し， r線エネノレギースペクトノレの解析には，測定系に
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組み込まれた小型コンピュータ〈横河ヒューレットパ

ッカード社製， YHP-45)によりデータ処理 (NA1G，

CLC-3)を行った。

3. チェルノブイリ原発事故による

環境放射能汚染

3.1 事故後の放射性核種の動向

3.1.1 空気中浮遊塵填

放射性降下物の観測を行った結果を 1AEA で発表

している放出量およびハンガリーにおける 1-131 濃

度の観測結果とともに Fig.2に示した。これによる

と東大阪における浮遊塵境中の 1-131の濃度は5月

4自に到達し，徐々に減少していくが，放出量の変動

と8日遅れで良く似た傾向を示している。

Fig.31<:::空気中浮遊塵挨中の放射性核種濃度の経時

変化を示した。空気中浮遊塵挨中に検出された放射性

核種は Mo-99， I-131. Te-132 ， Te-129， Ba-140， 

La-140， Ruー103，RU-106， CS-137， CS-134， CS-136 

であった (Fig.4)。その内の 1-131， RU-103， Cs-

137， Cs-134についての経時変化であるが，いずれの

核種についても，ほぼ1ヶ月後には検出限界以下とな

った。チェルノブイリ原発事故に起因すると思われる

短半減期核種 1-131の大気中の放射性核種濃度は， 5 

月下旬には実際上の降下はないものとみなしてよい程

度となった。以後の空気中浮遊塵挨中の微量の測定を

実施するためには，大量の試料を吸引する必要が出て

くる。ラージポリウムエアサンプラーにより採取し，

測定を行ったが， K-40および Pb-212，Tl-208のト

(mBq/l) 

近畿大学原子力研究所年報

リウム崩壊生成核種が検出されたのみである 0

3.1.2 雨水および落下塵挨による降下量

降雨中の放射能濃度は， 5且4日の雨水より異常値

として検出され始め，空気中浮遊塵壌の変動とほぼ同

様のパターンを示して， 1ヶ月後lとほぼ事故前の値に

戻り平衡値を示した。月間の降雨水および落下塵の放

Table 1 月間降下物中の放射性核種 CmBq/l)

核 種! 1986年4月 1986年5月

Ru-106 ND 24:t4.8 
Cs-137 2.6士0.4 125土1.1

Cs-134 ND 58土0.7

Be- 7 730土35 440:t41 

射性核種分析を事故前後について Table1に1985年

10月から1986年10月迄の， CS-137濃度を Fig.51<:::示

した。乙れによると， 1986年5月lヶ月間の CS-137

濃度はチェノレノブイリ原発事故前の約100倍となった。

3.2 土壌による放射性降下量の推定について

チェルノプイリ原発事故により放出された放射性核

種の降下量を推定するために，ハンガリーで採取した

土壌中の放射性核種の測定を実施し，その結果を東大

阪の値とともに Table2に示した。これによると，

採取時期は事故後約4ヶ月，測定は採取後2ケJHζ実
施し，値は1986年5月30日現在に換算して比較してい

る。ハンガリーのブタペストにおける CS-137降下量

は 4.9kBq/m2と推測される。中央欄にはハンガリー

原子力委員会レポートによるものを併記したがほぼ一

致している。チェルノブイリ原発事故による CS-134/

方支

古屋

号鹿

O'i9a'5年 1986年
10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9月

Fig.5 雨水および落下塵中の Cs-137の変動
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Table 2 チェルノプイリ原発事故による放射性降下量 (kBq/m2)

Ru-103 Cs-137 
ー一一ーl

プ タ J¥ 円 ス ト 5.04 5.00 

ブ タ J¥ 内 ス ト6) 4.79 4.92 

東 大 阪 N.D. 0.138 

琵 琶 湖 0.22(1.46) 0.15(1) 

日本海側

全国平均7) I太平洋側 O.lU 0.11 

その{也 O. 

( ) Cs-137に対する民
1986年5月30日における換算値

(pCi/n刊

106t- 。ューヨスラピア

.スヲzーヲ~;:，

.7-1シランド

e .t:イヲ

。イギリス
@ 

。ノルウx-

@ヂシマ四タ

@日 * • 量
103 

Cs-134 

2.70 

23.2 

N.D. 

0.06(0.40) 

(Bq/rrf) 

。

103 

102 

10 

6α刃 (km) 

チ;;r.}レノプイリよりの毘隠

Fig.6 土境へのC8-137の降下量とチエノレノブイリよりの距離との関係

CS-137比は2であること幻から Cs-134濃度よりチ

ェルノプイリ原発に由来する CS-137を推定し，チェ

ノレノブイリ原発事故以前のブタペストの CS-137量は

約 8Bqjkgで東大阪市の土壌中の CS-137濃度に匹

適している。いずれにしても土壌中の核種分析により

推定する降下量については半減期の長い CS-137など

の核種について以前のアメリカ，ソ連あるいは，中国

などの核実験による放射性降下物の影響を含み，また

CS-134は検出されていないので，チェルノプイリ原

発による降下物の影響は少ない。

WHOレポート 1) より土壌における CS-137降下量

とチェルノブイリよりの距離との関係を Fig.6に示

したが，距離が離れるにしたがって，極端に降下量は

低下する。東大阪市における値を乗せたが，大きくは

ずれており，土壌中の CS-137濃度の地域差の方が大

きく影響しており，また，ヨーロッパ各地の放射能が

ホットパーテイクルに由来し，日本へはエアロソツレに

由来していることが影響しており，距離がはなれるに

従い急激に低下していると思われるo

0
0
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日現在の値である。琵琶湖は日本の中央に位置し，

Table 4に示したように表面積 673.8km2，平均深度

41.2mおよび最大深度は 103.6mω である。

乙こで，実測した 1m3 の湖水中の平均放射能濃度

c (kBq/mりから次式を用いて降下量a(kBqjmりを

計算した。

A=as=cSD 

琵琶湖水中の放射性核種の全放射能強度 A(kBq/ 

m2)は aSとなるo ここで， aは単位面積当りの降

下量の平均値 (kBq/m2)，Sは琵琶湖全表面積 (mり，

D は湖の平均深度 (m)であるo降下量aはcdで計

算し， Table 3に示した。これによると， I-131およ

び Cs-137の降下量は，それぞれ 1.3kBqjm2および

3.3 琵琶湖水の放射性接種濃度による日本本土の

平均降下量の推定

チェノレノブイリ原発事故に由来すると思われる放射

性核種 I-131および Cs-137は Fig.4に示したよう

に空気中浮遊塵については5月4日に検出， 5月末に

は検出限界以下となった。そ乙で事故に由来する放射

性降下物の影響は終了したものと考え. 5月末に琵琶

湖大橋中央部下で湖水 1m3 を採水し，水中放射性核

種濃度を測定した。 r線エネノレギースペクトノレを測定

し， Fig.7に示した。放射性核種は， 1-131， RU-106， 

RU-I03. CS-137， Cs-134などが検出され.Table 3 

K示した。乙の放射能濃度は減衰補正を行い， 5月28

Fig.7 

Table 3琵琶湖水中の放射性核種濃度
〈1986年5月28日〉

i降下量(kBq/m2) 種|想贈|
1.3 
0.22 

0.15 

0.075 

0.060 

-19 -
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0.15kBq/m2であった。上式は湖水中の放射性核種濃

度が均一であれば良い近似になると思われる。放射能

濃度が高い事故後1ヶ月において，大橋下中央部と湖

岸辺で採取した湖水について Ru-103.CS-137， Ru-

106および CS-134の湖岸辺に対する湖中央の水の核

種濃度の比は平均1.3となった。乙れは，湖岸水の放

射能濃度は 20lで測定したため，若干差は大きくなっ

たが，他は湖の中央に近い場所から採水した， 1m3の

試料であることから，概ね均一であるとして良いと思

われる。 (4.4.1参照〉また，川などにより琵琶湖への

1ヶ月間の水の収支については，湖水の全体の約2$ぢ

であるためペ湖水中の放射性核種の濃度は，沈着に

よる減少，生物への移行あるいは湖水中の放射性核種

によって増加しないという仮定をもとに，推定を実施

している。

Table 2に Cs-137降下量について示したように，

琵琶湖水の放射能よりの推定値は，科学技術庁報告7)

による33都道府県での測定結果を3地区に分け平均値

を求めたが，乙の高い降下量の地区にほぼ等しい。こ

の乙とから，湖水中の放射能から，日本本州上への放

射性核種の降下量の平均値を推定するための簡単な方

法として有意であると d思われる。

4. 琵琶湖生態圏における放射性

核種の動向

4.1 琵琶湖水中の放射性核種の動向

4.1.1 湖水中の放射性接種の経時変動

湖水中の放射性核種は濃度の経時変化を Table5， 

Fig.8に示した。これによると湖水中の放射性核種は

事故後1ヶ月に検出された核種は 1-131， RU-103， 

RU-106， CS-134， Cs-137であったが，半年後以降に

は CS-137のみが検出され，その濃度は半年後濃度の

1/10以下で， 3年半後には 0.12mBq/lと減少したが

ほぼ事故以前の濃度で平衡に達しているo

4.1.2 湖水中放射性接種の均一性

琵琶湖大橋付近において，湖中心付近および、湖岸付

近において採水した湖水中放射性核種濃度を Table5 

lζ比較したが，これによると 1-131を除いてほぼ一致

していると思われる。 5月20日の採水試料は 20lであ

ることと，蒸発濃縮したが蒸発皿による直火加熱であ

ったことなど処理法により，若干差が大きくなったも

のと思われるが，湖水中の CS-137濃度などについ

て，概ね均一であると推測される。

Table 5琵琶湖水の放射性核種濃度の経時変化 CmBq/l)

月

日
ハU

年
一
周

水
一
何

採
一
部n司
U
1
4
 

Ru-106 Cs一郎 1 Ru-106 1 

D 1 7日 52 14. 7:t0.07 1 2出 53 1 2 

考
一
岸

備
一
湖

1986年5月28日 32:t0.04 5.9土0.15 4.1土0.07 2.2土0.25 1.9土0.04 湖中央

12月4日 N D N D 0.46土0.04 N D N D 

1987年5月29日 N D N D 0.23 :t 0~03 N D N D 

11月16日 N D N D 0.28:t0.04 N D N D 

1988年6月1日 N D N D 0.16:t0.02 N D N D 

12月1日 N D N D 0.19土0.03 N D N D 

1989年6月6日 N D N D 0.17土0.03 N D N D 

12月4日 N D N D 0.12土0.03 N D N D 

。
。
日
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Fig.8 琵琶湖生態圏における Cs-137の経時変化
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Fig.9 湖泥の放射性核種の深度分布
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Table 6 湖泥の粒度分布および土性

コ~空空場所|大橋下 l 志那|草津粒度分布一~一一一一I/¥Al'il /" I JD' 7J/J I 4.2 湖泥中の放射性核種の動向

4.2.1 深度分布

琵琶湖の Fig.1に示した大橋下で1987年5月に採

取した湖泥を測定して検出された放射性核種は Cs-

137と自然放射性核種である K-40，Th系列の崩壊

生成核種である Tl-208，Acー228およびU系列の

Pb-214， Bi-214であった。乙れらの核種の放射能濃

度の湖底表層土よりの深さによる放射能濃度の垂直分

布を Fig.9Iζ示した。これによると K-40濃度は，

ほぼ 750Bqjkgで一定で深さによる変動はなく Th，

U崩壊生成核種については深さによる濃度の変動は

表層土より 50cmでは表層土の約2倍となっているo

Cs-137濃度についてはこの場合は表層土より 10cm

で最高値 19Bqjkg乾土を示し，以後深くなるにつれ

て徐々に減少し， 20cm以上の深さでは検出されなか

っfこ。

4.2.2 湖泥中の放射性核種の地域性

Fig. 11と示した様に，湖泥の採取地点は大橋下，草

津および志那とした。採取時期は事故一年目の1987年

5月で， 3ケ所で採取した湖泥中の Cs-137濃度の深

度分布を Fig.10に示した。これによると， Cs-137 

濃度は，採取場所によって約2倍の濃度差があり，草

津沖で採取した湖泥中の CS-137濃度は，他の2ケ所

の約2倍である 40Bqjkgであった。深度分布につい

-(pCI/I<g) 

粗CO.50'"'-'2.00mm砂〉 16.2~ぢ 12.4% 9.3労

細CO.17'"'-'0.50mm砂〉 12.0労 8.6% 7.6% 

徴(0.17'"'-'0.50mm砂) 66.4% 70.6% 69.0% 

粘CO.037mm以下土〉 5.45ぢ 5.4% 14.2労

土 性 砂土 砂土 砂壌土
一一 一

ても，湖底表層より 10cmから 20cmの深さで濃度の

最高値が変動する。

それぞれの場所における湖泥の粒度分布を Table6 

に示した。これによると粒径 40μmより 2mmの砂土

および 40μm以下を粘土と分類すると，粘土の占める

割合が草津沖湖泥は1Mぢと他の2ケ所の場所の約2倍

となり，草津の土性は砂壌土，ほかの2地点、は砂土で

あった。一般に土粒が小さくなるに従って，単位重量

当りの表面積は大きく，放射性物質濃度は，増加する

傾向が認められる。草津の湖泥中の Cs-137濃度が他

に比べ高いのは，この土性の違いに起因するものと思

われる。また，琵琶湖泥の堆積速度は，大橋下，草津

および志那についてそれぞれ， 10.7mm， 6.4mmおよ

び 6.4mmで若干，大橋下の湖泥の堆積速度が大きい

が，色々な外的環境の影響を受けたものと d思われる。

(8q/kg) 

h

A

4

U

M

回

t

u

a

 

O 10 
'ー一、 O 

毒気回よりの移譲さ

Fig. 11 草津湖沼の Cs-137の深度分布の経時変化
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4.2.3 湖泥中の放射性接種濃度の経時変動

粒土が細かく，比較的深度分布についても安定して

いる草津における深度分布の経時変動を Fig.11 ~ζ示

した。CS-137の深度分布の経年変化は，事故後の1987

年5月に比べ，若干数値は減少しているが，深度分布

のパターンは大きな差は少ない。湖泥の放射性核種の

測定をもっとも速く実施したのは， 1987年1月である

が，表層土 0.......4cmにおいて CS-134が検出された

が，それ以下の深いところでは検出されなかった。そ

の濃度は最高 3.8Bq/kgであった。 Cs-134は，原子

炉事故の場合に生成される核種であるため，直後に若

干表層土にはチェルノブイリ原発事故の影響を受けて

いたと思われる。湖泥中の CS-137濃度はチェルノプ

イリの影響よりは，それよりも1950年代からの米，ソ，

中国などの核実験による CS-137の影響がはるかに大

きいと思われる。

近畿大学原子力研究所年報

4.3 琵琶湖生態園生物中の放射性核種

4.3.1 チェルノブイリ原発事故後における放射性

核種の分布

日本においては，多種の海産生物を食べる習慣があ

り，また原子力発電所は海岸域に設置，稼働している

ため，海水生物とのかかわりが大きく，いろいろと報

告14)-即されているが，淡水生物に関する報告はあま

り多くない。そこで，チェルノブイリ原子力発電所事

故による放射性降下物の影響が，日本においても比較

的大きく現れた結果をもとに，琵琶湖生態圏における

生物への移行に関する研究を始めた。試料採取は事故

半年後の1986年12月4日から，半年に l回， 3年間継

続した。 1986年12月4日に採取した琵琶湖に生息する

生物の放射性核種濃度を Table7に示した。

琵琶湖生物の放射能濃度の測定を行った結果，検出

された主な核種として CS-137，CS-134， Zr-95およ

Table 7 琵琶湖生物の放射性核種濃度(1986年12月4日〉

1-r一色豆一 Cs-137 Cs-134 

CBq/kg) 

Ag-ll0m Zr-95 

可食部 2.0:!:0.03 0.7 4:!:0. 02 N D N D 
フ。ラックノてス

，g円L 部 0.79:!:0.03 0.28土0.02 N D N D 

可食部 0.37土0.02 0.096:!:0.016 N D N D 
フ ナ

月同 部 0.21:!:0.02 0.085土0.028 N D N D 

貝 〈可食部) I 0.079土0.016

水草1.7土0.06

N D 

N D 

0.30:!:0.09 

1.1土0.24 一円。
一

円

U

D
一
仏
一
土

N
一
白
-

-
一
A
U

び微量の Ag-ll0mであった。乙の内， Cs-137濃度

について， もっとも高い値を示したのは，ブラック

パスの可食部で， 2.0Bq/kgであった。 CS-137につ

いては，チェノレノプイリ原発の影響のみでなく，米，

ソ，中国の核実験によると思われるフォーノレアウトの

影響が若干残っていると予想されるが， CS-134が検

出されていることからチェノレノブイリ原発の降下物に

由来する影響が，琵琶湖に生息する生物にも現われて

いると思われる。事故後1年における調査で検出され

た核種は，比較的長い半減期である CS-137，Cs-134 

のみとなっており， Ag-ll0m については，生物の内，

ブラックパス肉部および水草に事故後1年内に検出さ

れ，濃度は O.1.......0.3Bq/kgと微量で，以後検出され

ていない。

4.3.2 生物中放射性接種の経時変動

琵琶湖生態圏における CS-137 濃度の経時変動を

Fig. 8 ~と，湖泥は琵琶湖大橋下の表層土 0.......2cm に

ついて，生物については可食部(筋肉部〉の生体重量

当りの濃度で示しています。湖泥中の CS-137濃度は

6....... 18Bq/kgの範囲で，平均値 12Bq/kgで変動して

いる。淡水魚についてはブラックパス，フナについて

傾向を調べたが，事故後半年自には 2.0Bq/kgと，

l年後には1.45Bq/kg となり半年後の70~ぢ， 2年後

の1988年6月には 1.lBq/kg，2年半後には 0.53Bq/

kgとほぼ1/4になっているo 勿論，ブラックパス肉

部中の Cs-137濃度は同じ個体についての測定ではな

いので実際の意味での排出とはならないが，見かけ

上，有効半減期はほぼ1年と推定される。フナについ

ては若干ぱらつきが大きいが，減少傾向にあったo採

取した水草はクロモであったが，経時的な CS-137濃

度の動向にばらつきが大きいが徐々に減少傾向を示し

た。水草(クロモ〉は多年性草本で芽体で越冬する。
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Fig. 12 琵琶湖生物の種類による Cs-137の変動

すなわち冬期には陸上の草と同様枯れた状態にあり，

生体重量が少なくなり，生物学的濃縮の状態、になり，

冬期に若干濃度が高く，夏期に低い変動傾向を示し

Tこo

4.3.3 生物の種類による変動

Fig. 12に生態園生物の Cs-137濃度の変動を種類

別で示した。これによると種類別に見るとブラックパ

ス，ブルーギノレ，水草の濃度が高く濃度の低いのは貝

.肉部であった。貝種は全長 15cm前後のイガイで，

貝・肉部についての Cs-137量は約 O.05Bqjkgと事

故後1年までは検出されていたが，以後検出限界以下

となり，殻部には全く検出されなかった。貝への取り

込み，吸着は少ないことが分かった。フナについては

半底生物の浮遊動物等を食性にしているので個体差が

出やすいのではないかと思われる。 Cs-137濃度のも

っとも高かったブラックパスは今回採取した生物の中

では，一番肉食性が強く，摂取する餌量も多い乙とが，

放射性核種濃度を高くした理由となっていると思われ

る。

同様に CS-134濃度の変動について種類別に Fig.

13に示した。主に，事故後2年迄について， Cs-134 

は肉，骨部に検出され，ミズクサには検出されなかっ

fこ。

4.3.4 生物体内分布

放射性核種の体内分布については魚類について肉，

骨，内臓の部位別に分け測定した結果， CS-137， Cs-

134濃度いずれについても肉部，骨部，内臓のj慣に減

少する傾向があるo (Fig. 12)ブラックパス，コイ，

- 24一
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0.5 (B q/k g) 
放射能濃度

Fig. 13 琵琶湖生物の種類による Cs-134の変動

フナ，ブノレーギノレについて，肉部の Cs-137濃度は，

骨部の約2倍の濃度を示した。しかし，骨部への沈着

は年々と減少し， 2年後には検出限界以下となった。

しかし，骨部の濃度は内臓における濃度に比べると若

干高い傾向を示しているが，実際には部位別に分ける

際にどうしても肉が混じるためとみられるo内臓につ

いては若干ぱらつきが大きいが，フナ，ブラックパス

に検出され，他はほぼ検出限界以下で餌の取り方によ

り影響されていると思われる。 Cs-134濃度は，モロ

コ，フナ，ブラックパスの肉部，骨部に多く検出され

7こ。

5. まとめ

チェノレノブイリ原発事故は1986年 4月26日に発生

し，世界的な規模の放射能汚染をもたらしたが，放射

性降下物の影響は時間および地域などによって変動す

ると思われる。そこで事故直後より大阪地区および日

本本土のほぼ中央に位置する琵琶湖生態圏における放

射性核種の動向および経時変動について観察した。

(1) 空気中浮遊塵挨には 5月4日に影響が現れ，

検出された核種は 1-131， CS-137， CS-134， RU-103， 

RU-I06， MO-99， La-140， 1-132などで，約1ヶ月

後にはいずれも検出限界以下となった。

(2) 琵琶湖水については，表層水 1m3 を採取し，
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70
0

Cで蒸留濃縮し，残澄を測定し，まず1ヶ月後に I-

131， CS-137. CS-134. RU-103. RU-106などが検出

された。 Cs-137は 4.1mBq/l.半年後以降 Cs-137

のみとなり， ほぼ1/10以下で平衡状態を示し，現在

は事故以前の源度 0.2mBq/l~L減少した。

(3) 湖泥の Cs-137の深度分布は表層土より 10--

20cmで最高値を示し，その濃度は粘土成分の多い所

で高く，場所iとより 2倍の変動を示した。乙の Cs-

137は，チェルノプイリ原発事故前の放射性降下物に

よる影響が大きいと思われるが，これはチェノレノブイ

リ降下物中の CS-134/Cs-137比が1/2であるが，湖

泥中への Cs-134 の、比着が少ないことから推測され

る。

(4) 琵琶湖に生育している生物には，半年後に，

Cs-134. Cs-137および、 Ag-110mが検出され，Cs-137

濃度はブラックパスの肉部で 2.0Bq/kgを示し，この

値lζ比べ1年後は707ぢ， 2年後は約50必. 3年後には

0.5Bq/kg， 25%と経時的に減少している。
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